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⚫ GM200(P/N : 111224-10) : PTP と NTP の両方

⚫ GM200(P/N : 111224-20) : PTPのみ

⚫ TS200(P/N : 111224-50) : NTP のみ

GM200 製品ラインナップ
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フロントパネル

GM200 外観

RS-232 シリアルポート
(115200‐8‐なし‐1‐なし, TOD出力)

PPS/10MHz出力インターフェイス

SFPポート
(PTP, SyncE & NTP)

マネージメントポート
(10/100/1000Base-T)

1GbEポート
(PTP, SyncE & NTP)
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リアサイド

110/220VAC から -48VDc アダプタ
アクセサリで利用可能

GM200 外観

フレームGND

GNSS入力インターフェイス
(SMA, メス) アラームリレー 電源DC入力×2

(-48VDC, 逆電力極性入力保護)
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-48VDC または AC/DC 電源アダプタの接続

項目 説明 メモ
インターフェース名 DC電源

コネクタタイプ 端子台

電力入力数 デュアル-48VDC入力

最大DC電源入力範囲 -36VDC から -72VDC

最大AC電源入力範囲 85VAC ~ 264VAC 入力 AC/DC電源アダプタアクセサリ付き

消費電力 最大16W

電源損傷保護

過電流保護

過電圧保護

逆電力極性入力保護

電源ラインサージ保護

関連する発生アラーム 「DC電源」インターフェイスの接続および動作に関連するアラーム発生なし

• 基本的にGM200は、工場出荷時の電源入力端子台を備えた-48VDCによって供給されます。

• お客様がTrimble 社のAC/DC 電源アダプタ アクセサリを使用する場合、100A ~ 240VAC 範囲の AC 電源で GM200 に電力

を供給できます。

• GM200には、「リレー」動作を除き、電源入力障害や動作に関連するアラームはありません。

GM200 電源
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-48VDC または AC/DC 電源アダプタの接続

110/220VAC ~ -48VDc アダプタ

入力 A 入力 B

GM200 電源

※ 極性について
白線：+ (プラス)
黒線：- (マイナス)
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123 4

GM200 LEDの説明

LED 色 表示 説明

Power ① 緑
ON 電源ON

OFF 電源OFF

Ant ② 緑

ON リファレンス取得中、トラッキング

点滅、1/2Hz リファレンス取得済 あるいは計算なし

OFF 稼働リファレンス・アンテナなし

Sync ③ 緑

ON ロック

点滅、1/2Hz 取得あるいはホールドオーバー

OFF フリーランもしくはスタートアップ

Fault ④ 赤

OFF アラームなし

ON アラーム発生

点滅、1Hz アラーム状態

点滅、1/2hz 重要アラーム発生
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項目 説明 メモ
インターフェイス名 Comm

コネクタタイプ D-Sub9ピン
仕様 EIA-232 RS-232

必要なケーブルと

コネクタ

USB(v2.0) からシリアル(DB-9) ケーブル

または

シリアル(DB-9)からシリアルケーブル(DB-9)
使用法 CLI 専用のローカル シリアル コンソール

関連SWツール ターミナルプログラム

例：

Teraterm,

Putty

シリアル構成

ボーレート : 115,200

パリティ : なし

データビット : 8

ストップビット: 1

ID/ PassWord
trimblesuper /Tbolt_<シリアル番号> 監視者レベル
Trimbleadmin / Trimbleadmin 管理者レベル
Trimble/Trimble 標準

関係する

発生アラーム
なし

デフォルトの監視者レベルの ID/PW は以下の通りです。

trimblesuper/Tbolt_<シリアル番号>

ローカル シリアル コンソール インターフェイス

GM200 インターフェイス Comm

USB～RS232ケーブル
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ローカル シリアル コンソール インターフェイス：TOD出力

GM200 インターフェイス Comm

⚫ TOD Type：オンデマンドでTODを出力するようにシリアルポートを設定します。これは、シリアルポートのPPS出力と組み合わせて使用されます。

• none：TOD出力無効(デフォルト値)

• rmc：NMEA RMC出力設定

• zda：NMEA ZDA出力設定

⚫ TOD Delay：マイクロ秒単位でTOD出力のための遅延時間を設定します。PPS後、マイクロ秒後TODメッセージ遅延します。
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インターフェイス

項目 説明 メモ

インターフェイス名 Sync Out

コネクタタイプ BNC(メス), 50Ω メス

仕様 3.3VDC CMOSレベル

必要なケーブルと

コネクタ

GM200側用BNC(オス)コネクタ付き

50Ω同軸ケーブル

使用法 1PPS出力または10MHz出力
ユーザー構成 に

よる

関係する

発生アラーム
なし

⚫ Sync Outインターフェースは50ΩのBNC(メス)コネクタです。

⚫ このインターフェースは、お客様が設定した1PPS または 10MHz などの出力を行うことができます。

⚫ 同軸ケーブルは、RG-58以上のスペックケーブルを短距離で使用する50Ωケーブルを使用する必要があります。

GM200 インターフェイス Sync Out
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項目 説明 メモ
インターフェイス名 Eth0
コネクタの種類 SFP

初期状態 無効

必要なケーブル
シングルモードまたはマルチモード

光ファイバ
仕様 1000Base-X

オートネゴシエーション

モード

1000Base-Xオートネゴモード

と1000Base-X強制モードをサ

ポート

電気SFPモジュールでの

強制モードのサポートな

し

推奨SFPモジュール

1000Base-SX、LX、ZX、BX

、および電気

SFP(10/100/1000Base-T 

SFP)
推奨SFPモジュール ベ

ンダー
特定の仕入先なし

使用
PTP、NTP、およびSyncEの入

出力

電気モジュールでSyncE

をサポートするためにサプ

ライヤで検証必要です

ポートLED
左側LED : リンク

右側LED : アクト

関係する

発生アラーム

Eth0リンクがオフの時に 'Eth-

Port0-Down' が発生。

イーサネットインターフェースがサブ

ネット クラス B で同じ IP アドレ

スを持つ場合に、'Eth-Same-

Subnet' が発生。

Eth0 リンクがオン時にク

リア。

イーサネット インターフェ

イスのサブネットが異なる

場合はクリア。

• Eth0インターフェースは、PTP(IEEE 1588)、NTP およびSyncEを

サポートするための同期信号の入出力専用ポートです。

• Eth0 は ユーザ構成に基づいて「1000Base-X オートネゴ」モードと

「1000Base-X強制モード“」で1000Base-X をサポートします。

• 光SFPモジュールの1000Base-SX、LX、ZX、および BX モードに

対応しています。

• SFPインターフェースで10/100/1000Base-Tオートネゴモードをサ

ポートする電気SFPモジュールにも対応しています。

GM200 インターフェイス Eth0
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項目 説明 メモ

インターフェース名 Eth1

コネクタタイプ RJ-45

初期状態 無効

必要なケーブル UTP Cat6 または Cat6Aを推奨

仕様 10/100/1000 Base-T

自動ネゴモード
1000Base-X自動ネゴモードのみをサ

ポート

使用法 PTP、NTP、およびSyncEの入出力

ポートLED
左側LED : リンク

右側LED : アクト

関係する

発生アラーム

Eth1 リンクがオフ時に

'Eth-Port1-Down' が発生しました。

イーサネットインターフェースがサブネット

クラス B で同じ IP アドレスを持つ場合

に'Eth-same-Subnet'が発生しまし

た

Eth1 リンクがオンの場

合はクリアされます。

イーサネット インターフ

ェイスのサブネットが異

なる場合はクリアされま

す。

• Eth0インターフェースは、PTP(IEEE 1588)、NTP およびSyncEを

サポートするための同期信号の入出力専用ポートです。

• オートネゴモードで10/100/1000Base-Tをサポートします。

• UTP-Cat6 または UTP-Cat6A ケーブルの使用を推奨します。

• リンクされている場合、RJ-45 コネクタの左側の LED は「リンク」接

続を示し、右側の LED は「Act」状態を示します。

GM200インターフェースEth1
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項目 説明 メモ
インターフェース名 Eth2

コネクタタイプ RJ-45
初期状態 有効

必要なケーブル 推奨 UTP CAT-5E
仕様 10/100/1000ベースT

オートネゴシエーシ

ョン モード
1000Base-X自動ネゴモードのみをサポート

使用法 リモートアクセスのみの管理

電話、SSH、

WebUI、および

NMS(SNMP v1、

v2、および v3)
関連する

SW ツール

ターミナルプログラム、トリンブルウェブUI、

NMS

例：Tera Term、

Putty

接続情報 デフォルト IP アドレス : 192.168.2.250
ネットマスク :

255.255.255.0

ID / パスワード
trimblesuper / Tbolt_<シリアル番号> 監視者レベル
Trimbleadmin /Trimbleadmin 管理者レベル
Trimble/Trimble 標準

ポート LED
左側 LED : リンク

右側 LED : アクト

関係する

発生アラーム

Eth2 リンクがオフのときに 'Eth-Por2-

Down' が発生しました

イーサネット インターフェイスがサブネット クラス

B で同じ IP アドレスを持つ場合に'Eth-

same-Subnet'が発生しました

Eth2 リンクがオンの

場合はクリアされます

。

イーサネット インターフ

ェイスのサブネットが異

なる場合はクリアされ

ます。

• 「Eth2」インターフェースは、telnet、SSH、TrimbleのWebUIおよ

び NMS のようなリモート管理システムへ接続するための管理専用

ポートです。

• オートネゴモードのみで10/100/1000Base-Tをサポートします。

• UTP-Cat5eケーブル以上の使用を推奨します。

GM200 インターフェイス Eth2
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• 既定ID と PW は監視者アクセスレベルで“trimblesuper/Tbolt_<シリアル番号>” です。

• デフォルトの IP アドレスは"192.168.2.250"です。

<注意>

• 対応OS：Windows OS、Linux OS

• WebUI対応ブラウザ：IE11、Firefox、Chrome

GM200 インターフェイス Eth2
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項目 説明 メモ
インターフェース名 GNSS IN

コネクタタイプ SMA(メス), 50Ω メス

必要な

GNSS アンテナ種類

GPS、GLONASS、BEIDOU、ガリレオ

のためのGNSSマルチコンステレーション

を備えたアクティブアンテナ

RFゲイン仕様
最小15dB~最大30dBの範囲で推奨

20dB

GNSS IN コネクタ入

力のポイントで

必要なケーブルとコネクタ
GM200側用SMA(オス)コネクタ付き

50Ω同軸ケーブル

使用法
GNSSアンテナからのGNSS RF信号入

力

対応している

GNSSコンステレーション

GPS、GLONASS、

BEIDOU,GALILEO、QZSS
2つの組み合わせ

アンテナ電源供給
GM200から5VDC(±

0.5VDC)/50mA~GNSSアンテナ

関連するアラーム生成

「GNSS-アントオープン」が発生しました

'GNSS-トラック-いいえ' が発生しました

'GNSS-PPS-ロス' が発生しました

GNSSアンテナが取り外された場合、ま

たはGNSS信号を正しく受信しない場

合

GNSSアンテナが正し

く接続されているか、

GNSS信号を正しく

受信している場合に

クリア

• ユーザーはケーブル長に基づき、GNSSアンテナと GM200 

間の同軸ケーブルの種類を選択できます。

• GNSS アンテナと GM200 間のケーブル長が長い場合、各

同軸ケーブルにケーブルの種類と長さに基づいて挿入損失が

すべて異なるため、ケーブル挿入損失(減衰)値に基づいて、

適切な同軸ケーブルの種類を選択する必要があります。

• 同軸ケーブルを取付する前に、サプライヤに問い合わせて、

RF信号入力ゲインがGM200の必要な仕様を満たすように

適切な同軸ケーブルを選択してください。

GM200 インターフェイス GNSS IN
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以下の表に選択可能な衛星を示します。

GM200 インターフェイス GNSS IN

GPS Galileo GLONASS BeiDou QZSS

●

●

●

●

● ●

● ●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

※ 1つの衛星が選択されている場合、PPSとタイムアライメントは自動的に同じ衛星にに設定されます。
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GM200 インターフェイス Relay

＊＊注意１＊＊
CRIアラームか、電源OFFの際にのみ、このリレーは反応します。
「MAJ」・「MIN」・「IGN」アラームでは反応しませんが、GM/TS200がホールドオーバーモードの場合、CRIアラームと同じようにリレー反応します。
（CRI：重要、MAJ：主要、MIN：マイナー、IGN：無視）

＊＊注意２＊＊
GM/TS200のユーザーインターフェイスを通じて、アラーム状態（CRI、MAJあるいはMIN）はリレーがプログラム可能な状態にします。

どのように動作するか
①＆②ピン
・電源OFFあるいはCRIアラーム発生で、これらのピンは閉状態（ショート）、０Ω
・GM/TS200が通常動作でCRIアラームなしの場合、これらのピンは開状態、∞Ω（通常オープン）

②＆③ピン
・電源OFFあるいはCRIアラーム発生で、これらのピンは開状態、∞Ω。
・GM/TS200が通常動作でCRIIアラームなしの場合、これらのピンは閉状態（ショート）、０Ω（通常ショート）

リレー操作
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ETSI標準 19"ラック取り付け

• GM200は1Uフォームファクタで19インチのハーフラックサイズに対応

• ETSI標準 19 インチラックの製品ボックスにラック取付延長バーでGM200 を１台取付したり、2台 を並べて取付が可能です。.

・ 2台の GM200搭載のイメージ（写真下）

GM200 ラック取り付け
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ラックマウントキット1

GM200 ラック取り付け
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ラックマウントキット2

GM200 ラック取り付け
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• 全体説明
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• ファームウェア（FW）のアップグレード
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アンテナ位置の選択

• 一般的にGNSSアンテナは、ポールマウント用に設計されています

• 建物の屋根のように、地平線が比較的遮られない屋外の場所をアンテナ設置場所に選択します。

• GNSSアンテナを地球に対して垂直に取り付けます。

• 密集した木・コンクリート・金属構造は、衛星信号からアンテナを遮断してしまいます。

• GNSSアンテナはアクティブアンテナです。最適なパフォーマンスを得るには、レーダー、衛星通信機器、セルラー送信機、ポケットベル送

信機などの送信アンテナからできるだけ離れた場所にアンテナを配置します。

• アンテナをレーダー設置の近くに配置する場合は、アンテナが他の RF アンテナまたはレーダーの送信コーンの外側に配置されていること

を確認します。

衛星通信機器の近くにアンテナを設置する場合も、同じガイドラインに従ってください。

• 最良の結果を得るには、アンテナを衛星通信機器の下に少なくとも3m離して取り付けます。

• GM200からアンテナ位置までのケーブルの長さは、アンテナの最小要件を下回る電源電圧を低下させないでください。

アンテナの取り付け
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注意事項
• アンテナ自体の向こうに、設置配置アンテナの詰まりの堅牢性に大きな影響を与える

• GNSSアンテナは広いGND平面に置く。平面は、接地状態で導電性金属であること。

• 下記写真の状態では信号をブロック

アンテナの取り付け
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アンテナは、20cmを超える金属物体から

2m離れている必要があります

アンテナの取り付け
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正しい例:

アンテナの取り付け

• 上空が開放されていること

• 最適で実用的な状態

• 棒状の上にあること

• 送信アンテナのビーム内にないこと。

• より高い距離、棒上で少し高くして、他のRF機器

から距離を置いた状態。

＝一般的に最適な位置
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アンテナ

延長ポール

マウント

アンテナケーブル

同軸ケーブルを延長ポールに
挿入

(3)

(2)

(1)

ケーブルをアンテナに接続

ケーブルを下側マウントに引っ張った後、マ
ウントと延長ポールを組み立てる。

(4) 床上もしくは壁面にネジでマウン
トを取り付けする

アンテナの取り付け
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76.2mm

38.1mm
Φ8mm

1
5

0
m

m

アンテナブラケット寸法
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アンテナの取り付け
サージ保護機器の導入

バレット360
GNSSアンテナ

共通ポイント接地

最低6AWG（13.3mm）以上のケーブルの使用を推奨します。
（注意：地域の電気コードを参照）

サージ保護機器は、建物に正しく接地されているケーブルの先端に取付する必要があります。雷防止の減
衰は一般的に1dBです。

サージ保護機器
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サージ保護機器の導入

アンテナの取り付け

GM200側に接続

GNSSアンテナ側に接続

F-GND
ケーブル
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ケーブルの損失と遅延

ゲイン計算のRF: GNSSアンテナゲイン - (サージ保護 + アダプタ + ケーブル損失) ≥ 20dB

アンテナ40dB(40dB) – [サージ保護(1dB) + アダプタ(0.5dB) + RG58_30M(19.2dB)] =19.3dB

計算例

アンテナの取り付け

ケーブルの遅延はケーブル種類の機能による：RG-59の一般的な遅延は1.24ns/ft

正確なGPS信号強度を確認するため、各ケーブルの損失を記載しています。
グランドマスタGM200が正しい信号強度を受信していない場合、同期せずにベースステーションにPTPサービスを供給しません。

ケーブル種類 dB/100ft               dB/100m              1575MHz（feet/m）にて18dBロスの最大長
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長距離ケーブル例：

アンテナの取り付け

• 約15メートル？：Bullet 360（5V）などの28dBを超えるゲインアンテナを備えたRG6を使用する

• 約50メートル？：Bullet 360（5V）などの28dBを超えるゲインアンテナを備えたLMR400ケーブルを使用する

• 約100メートル？： Bullet 40（5V）などの40dBを超えるゲインアンテナを備えたLMR400ケーブルを使用する

• 約150メートル？： Bullet 40（5V）などの40dBを超えるゲインアンテナを備えたLMR600ケーブルを使用する

• 約200メートル？：

Bullet 40（5V）や20dB用インラインアンプなどの40dB以上のゲインアンテナを備えたLMR400ケーブルを使用する。
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• GM200を電源オンすると、GNSS衛星信号の取得

と追跡が自動的に開始されます。

• 衛星取得プロセス中、GM200はPTP動作モードで

はなく、GNSS取得モードで正確な時間/位相信号

を生成できるよう、正確な位置を固定します。

• デフォルト設定では、GM200は GNSS 衛星でロッ

クし、ネットワーク構成が適切に行われた場合に

PTP/NTP の動作開始に約 6 分かかります。

• 接続されたGNSSアンテナが制限された位置に設置

されている場合、GNSS衛星追跡の数に応じて、

PTP動作モードが6分から30分より長く有効になりま

す。

• コールドスタートでは、GM200はGNSS衛星でロック

し、自己調査モード中に正確な位置自体を計算す

る必要があるため、サプライヤでは、33分後にOD(オ

ーバーディオプティスト)モードで起動することをお勧め

します。

• 右表にGM200 のデフォルト設定値を示します。

既定設定 説明 メモ
GNSS GPS、GLONASS

マスク

標高マスク : 10.0 デグ

信号レベルマスク: 0.0dB/Hz

PDOPマスク : 3.0

サーベイモード

(位置固定モード)
自動

セルフサーベイリング 2000 回 約33分

GNSSアンテナ給電 有効 5V

GNSS ケーブル遅延補正 0 (ゼロ)

ネットワーク

インターフェイスの状態
Eth0、Eth1、Eth2 に有効 既定 IP アドレスを使用

ネットワーク インターフェイスの

IP アドレス

Eth0(無効)： 192.168.0.250, 

255.255.255.0

Eth1(無効)： 192.168.1.250,

255.255.255.0

Eth2(有効):192.168.2.250, 

255.255.255.0

PTP 構成
Eth0(無効) : ITU-T G.8275.1

Eth1(無効) : ITU-T G.8275.1

GNSSロックとすべての関

連アラーム の リリース 後 に

自動的に有効

NTP 構成

Eth0 : NTPv4 

(PNのみ : 111224-10)

Eth1 : NTPv4

(PNのみ : 111224-10)

GNSSロックとすべての関

連アラームがリリース後に

自動的に有効

必要な ファームウェア

バージョン

システム : v1.5.0.0 以上

ハードウェア : v18.3.15 以上

GNSS : v1.5.0.0 以上

デフォルト設定

GM200 システム起動
表：GM200のデフォルト設定値
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⚫ Normal Operationモード：常にGNSSアンテナを使用した通常のGM動作モード

PTP用のGM200の3つのモード
※ NTPでは、使用できません。

※ システム操作モードを変更するとPTP Eth0ポートとPTP Eth1ポートが無効になります。

システム操作モード

• APTS無効モード：Eth0とEth1の両方のポートをマスターモードとする通常のGM操作モード

• APTS有効モード：Eth0またはEth1のどちらかをスレーブとして使用するGM操作モード

⚫ Freerunモード：GNSSアンテナを使用しない短期間のローカルデバイス同期の一般的なGM操作モード

⚫ Boundary Clock(BC)モード：

GNSSアンテナを使用しない通常のテレコム境界クロック動作です。Eth0またはEth1のいずれかをマスター

モードに設定し、もう一方のイーサネットポートをスレーブモードに設定する必要があります。

※ BCモードでは、GNSS関連の設定はすべて表示されなくなります。



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED

No reproduction or republication without written permission.
36

条件 説明 メモ

GNSS アンテナの状態 「OK」で表示する必要があります
アンテナ 'オープン' または 'ショート' を表示し

ないでください。
コールドスタート後の自己測量に必要最

小GNSSの数量
最低5 つの衛星 信号強度：35dBm以上

ウォームスタート後の自己測量に

必要最小GNSSの数量
最低 4 つの衛星 信号強度：35dBm以上

コールドリスタート後の更新タイプ
33分間「自己調査」モードから開始します。

「自己調査」モードの後、「OD(過剰決定)」モードに入ります。

GM200を最初の自己調査位置から100メー

トル以上離すと、自動的に自己調査が開始

ウォームリスタート後の更新タイプ
最初の GNSS トラッキング後に'OD(過剰に決定)モードで開

始

GM200を最初の自己調査位置から100メー

トル以上離すと、自動的に自己調査が開始
電源投入後の最初の GNSS 信号受信

時間
通常、CLI で「ログイン」プロンプトを表示してから 2 分以内

時刻情報 現在の GPS 時間

UTC オフセット 18

コールドスタートの場合、ユーザーは最初の

GNSSトラッキングからラウンド12分後にこの情

報を見ることができます

うるう秒の状態 0

GNSS 受信機の状態 通常

OD モード後に必要な最小 GNSS 番号 最低2つの衛星 信号強度：35dBm以上

最初の PTP パケット生成時間

(PTP/NTP操作モード有効)
通常、CLIで「ログイン」プロンプトを表示してから約6分後 設置されたGNSSアンテナの晴天ビュー

• GM200の通常起動の一般的な条件を以下の表に示します。

• PTP/NTP 操作を正常に開始するには、デフォルト設定で各パラメータを以下のように表示する必要があります。

起動条件

システムチェックの流れ
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アラームリスト 説明 メモ

GNSS-Comm-Loss GM200が正常に起動した直後にクリアする必要があります

起動時に設定し、ユーザー操作中に設定する

ことができます

GNSS-Time-Bad GM200がGNSS信号を正常に受信しているときにクリアする必要があります

UTC-Corr-Unk GM200がGNSS信号を正常に受信しているときにクリアする必要があります

GNSS-Track-No GM200がGNSS信号を正常に受信しているときにクリアする必要があります

GNSS-PPS-LOSS
GNSSアンテナが正常に接続されている場合、およびGM200がGNSS信号を

正常に受信している場合はクリアする必要があります。

Time-Set Bad GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります

Freq-Hold-Exceed GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります

Freq-Hold GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります

Freq-loop-unlock GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります

Freq-Out-Bad GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります

PPS-Sync-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります

Time-Sync-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります

PTP System-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります

Eth-Port0-Down ユーザーの操作状況によって異なります

ユーザー操作時に設定可能Eth-Port1-Down ユーザーの操作状況によって異なります

Eth-Port2-Down ユーザーの操作状況によって異なります

PTP 操作開始のアラーム・リスト状況

システムチェックの流れ
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＃ 初期インストール順序 GUI画面 CLI コマンドの確認 メモ

1 取付良好の状態下でGNSSアンテナを取付

2 GNSS と GM200 の間にサージ保護を取付

3 適切な同軸ケーブルを取付
4 必要なネットワーク構成を取付
5 GM200の電源を入れる

6
URL空欄に192.168.2.250を打ち込み、
Webを開く

【保護できないサイト】をクリック

7
ログイン （ID:trimblesuper/PW:Tbolt_

シリアル番号）
電源ONから約2分かかる

8 【Disable auto-logout】をクリック 自動ログアウト防止

9

ハードウェアのファームウェアのバージョンを確認

SYSTEM MANAGEMENT → 

System → System Firmware

・Current FPGA Version

> view version hardware v18.3.15 以降を確認

GNSS ファームウェアバージョンを確認

SYSTEM MANAGEMENT → 

System → System Firmware

・Current GNSS Version

> view version gnss v1.5.0.0を確認

10 製品情報の確認 SYSTEM STATUS → System Info > view prodconf

確認項目：

- Serial number

- Build Date

- Premium bits

- Product ID

- Hardware ID 他

11 ケーブル遅延設定の確認

SYSTEM STATUS → GNSS → 

GNSS Receiver

・Antenna Delay

・ケーブル遅延補正を追加する場合

> set gnss adelay [値]

・適用値を確認する場合、

> get gnss

‘Antenna delay：〔数値〕’を

確認

12 最初の GPS 時間を表示
SYSTEM STATUS → Timing → 

Timing Status
> view freq

- 所有時間：約2分未満

ログインから

- 現在のGPS時間を確認

システムチェックの流れ 初期インストール手順①
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＃ 初期インストール順序 GUI画面 CLI コマンドの確認 メモ

13 GNSS の 「取得中」 状態の確認

SYSTEM STATUS → Timing → 

Timing Status

・Loop State

> view freq ‘Mode: Acquiring’ を確認

14 アンテナの状態を確認

SYSTEM STATUS → GNSS → GNSS
Receiver/Satellite Data

> view gnss ‘Antenna: OK’ を確認

15 GNSS 信号の状態を確認 > view gnss

確認項目：

- ‘Available SVs' 番号 : 5以上

- ‘SVs Used’ 数 : 5以上

16 ネットワーク構成の確認

SYSTEM STATUS → Network → 

Ethernet Port 0/Ethernet Port

1/Management Port

> get network eth0

> get network eth1

> get network eth2

- IPアドレスの構成を確認

- ‘Status: Connected 1000MB, 

100MB, 10MB’で接続されていること

を確認

- FYI、ITU-T G.8275.1 プロファイル

を使用する場合、IP アドレスは L2 マ

ルチキャスト プロファイルであるため、問

題ありません。

17 調査モードの確認

SYNCHRONIZATION MANAGEMENT 

→ GNSS

・Positioning Mode

> view pos
自己調査モードの「自動(2D/3D)」をチェ

ック

18 OD モードを確認

SYSTEM STATUS → GNSS → GNSS

Receiver

・Receiver Mode

> view pos
自動(2D/3D)から約33分後にチェックし

'オーバーデットOD モードのクロック(時刻)'

19 GNSS 'LOCK' ステータスを確認

SYSTEM STATUS → Timing → 

Timing Status

・Loop State

> view freq 「mode:lock」を確認

20 アラームの状態を確認
SYSTEM STATUS → Alarm and

Events → Alarms
> view alarm すべてのアラームをクリアする場合に確認

システムチェックの流れ 初期インストール手順②
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＃ 初期インストール順序 GUI画面 CLI コマンドの確認 メモ

21 PTP 操作の状態を確認

SYNCHRONIZATION MANAGEMENT 

→ PTP →Ethernet Port 0/Ethernet

Port 1

> get ptp

Eth0 と Eth1 両方を確認

- Enable: Yes

- Mode: Master

- Clock ID: 001747FFFE7xxxxx-

1

- Profile: G8275.1

- Operational Mode: normal 他

22
PTP スレーブ デバイスの PTP ロック状態

を確認
-

スレーブデバイスのマスタークロックIDを確

認。GM200 クロック ID と同じである必

要。
23 終了

システムチェックの流れ 初期インストール手順③
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GNSS 構成の検査(get gnss) GNSS トラッキング状況の確認(view gnss)

GNSS リファレンス精度の確認(view input) GNSS の動作状態の確認(view pos)

システムチェックの流れ
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参照ロック状況の確認(view freq)

アラーム状態の確認(view alarm)

ネットワーク構成の確認(get network)

システムチェックの流れ
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PTP 構成の検査(get ptp)
ファームウェア（FW バージョンの確認)(view version)

システムチェックの流れ
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システムチェックの流れ(GUI①)
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システムチェックの流れ(GUI②)
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システムチェックの流れ(GUI③)
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ホールドオーバー_1

• GNSS アンテナ障害または関連する接続障害または内部

GNSS 受信ブロック障害に対して GNSS 参照が削除され、

GM200 が GNSS 信号を受信できない場合、GM200 は

HO(ホールドオーバー)モードに入ります。

• HO モードに入るには、障害が発生する前に 24 時間以上

GNSS リファレンスを使用して学習する必要があるという条件

があります。

• GM200がGNSSリファレンスから24時間学習していない場

合、HOモードには入りませんが、OCXOフリーランモードと同じ

「Halt」モードに入ります。

• 「Halt」モードでは、GM200はデータシートで説明されたHO

精度を保証せず、ドリフトします。

• 右記の表は、HOモードの情報と条件を示しています。

HO(ホールドオーバー) 説明 メモ
ローカルオシレータ OCXO

HO 参照 GNSS, PTP, SyncE

これらの参照が削除されると

、GM200 は HO モードに

入ります。

HO精度 ± 1.5us 12時間 7日後 GNSS 学習

HOに参入するためのGNSSの最

小学習時間
> 24時間

24時間未満のGNSS学習
HO モードに対応して

いません

ローカルOCXOのフリーランと

同じ「Halt」モードになります

1日~6日のGNSS学習 HO モードに対応
7日間のGNSSロックよりも

精度が低い

7日以上のGNSS学習 HO モードに対応 HO精度にとって最適条件

システムチェックの流れ

表：HO（ホールドオーバー）の情報と条件
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ホールドオーバー_2

アラーム 説明 メモ

LED表示
Sync LED表示

Fault LED表示

HO モードがクリアされたときにク

リア

Freq Holdアラーム
GM200 が HO モードに入ったとき

に発生

HO モードがクリアされたときにク

リア

Freq Hold-Exceed

アラーム

GM200がHaltモードのときに発生

し、HOモード開始から24時間後に

HOを補正することができなくなります

。

HO モードがクリアされたときにク

リア

HO モード確認コマンド > view freq ‘Mode: Hold’ を確認

HO モードの継続時間 > view freq
‘Hold Time: xxxx sec’ を確

認

アラームリストから

HOアラーム確認
> view alarm

‘Alarm Desc’で‘Freq-Hold’

アラームとFreq-Hold-

Exceed’アラームを確認

システムログからHOアラー

ム
> view logs

ログ(リスト)から’ ‘Freq-Hold’

アラームとFreq-Hold-

Exceed’アラームを確認

HO モードと HO 期間の確認

HO アラームの確認

システムチェックの流れ
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4 = 2^4 = 1pkt / 16sec

3 = 2^3 = 1pkt / 8sec

2 = 2^2 = 1pkt / 4sec

1 = 2^1 = 1pkt / 2sec

0 = 2^0 = 1pkt / 1sec

-1 = 2^-1 = 2pkt / 1sec

-2 = 2^-2 = 4pkt / 1sec

-3 = 2^-3 = 8pkt / 1sec

-4 = 2^-4 = 16pkt / 1sec

-5 = 2^-5 = 32pkt / 1sec

-6 = 2^-6 = 64pkt / 1sec

-7 = 2^-7 = 128pkt / 1sec

メッセージレート

PTPプロファイル メッセージレート
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PTPプロファイル メッセージレート

パラメータ
初期プロファイル
(IEEE1588-2008)

周波数テレコムプロファイル
(ITU-T G.8265.1)

位相テレコムプロファイル
(完全なタイミングサポート)
(ITU-T G.8275.1)

位相テレコムプロファイル
(部分的なタイミングサポート)
(ITU-T G.8275.2)

アナウンス
1pkt/16sec ~ 8pkt/sec
(初期：1pkt/2sec)

1pkt/16sec ~ 8pkt/sec
(初期：1pkt/2sec)

8pkt/1sec
最小レート：1pkt/sec
最大レート：8pkt/sec

同期とフォローアップ
1pkt/16sec ~ 
128pkt/1sec

1pkt/16sec ~ 
128pkt/1sec

16pkt/sec
最小レート：1pkt/sec
最大レート：128pkt/sec

遅延の要求/応答
1pkt/16sec ~ 
128pkt/1sec

1pkt/16sec ~ 
128pkt/1sec

16pkt/sec
最小レート：1pkt/sec
最大レート：128pkt/sec
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オルタナティブBMCA

クライアント

GMクロック1

GMクロック2
ネットワーク

優先度 1
GPS リファレンス

選択したグランドマスター

優先度 1
GPS リファレンス

選択されていないグランドマスター
選択したグランドマスター

選択されていないグランドマスタ
ー

GNSS エラー!!!

発表

同期

遅延値

発
表

同
期

遅
延
値

発
表

同
期

遅
延
値

ドメイン 0

ドメイン 1ドメイン 0

ドメイン 1

・)

スタティック BMCA

代替 BMCA はマルチキャスト プロファイルに使用されます。 スタティックBMCA はユニキャスト プロファイルに使用されます。

GM200 冗長性
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APTSとは何ですか?
➢ APTS は、ITU-T G.8275.2 で定義されている時間および位相分散のアーキテクチャです

➢ APTS は、バックアップにPTP を使用する GNSS 支援アーキテクチャとして登場しました

➢ APTS をサポートする GM は、一般的にエッジ側に配置されます。

➢ バックアップ用に PTP を受信する GM は、1 つの PTP インターフェイスのスレーブ モードとして設定する必要があります。

➢ PTP同期品質を制御下に保つには、バックアップクロックを生成するリモートGMからAPTSノードへのパスを最短にする必要があります。

GM200 APTS
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PTP PTP

1PPS

PTPスレーブ

1PPS

GM200 一般的なテストアップ

オシロスコープ
もしくは1PPS タイム
インターバルテスタ

RFケーブル
～SMAコネクタ

RFケーブル
～SMAコネクタ

RFケーブル
～SMAコネクタ

PTP1588v2マスタ

APTSにあるGM200

RFケーブル
～SMAコネクタ
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• 全体説明

• システム操作

• CLI設定

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成

• ファームウェア（FW）のアップグレード
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CLI コマンド構造の概要

GM200 CLI設定

コマンド実行による操作

－Config 測定器のパラメータを構成
－Get       仕様情報を検索
－Set 特定のパラメータを規定
－View システム情報を表示

（当該情報はユーザーによる変更は不可）

“help” コマンドを使うと、コマンド セットの使用方法が分かります
例: “help set ptp”, “help config load”, “help get network”など...
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コマンド “help xxxx"

help set ptp

help set

GM200 CLI設定
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システムのバージョンの表示

view version / view version hardware view prodconf

GM200 CLI設定
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システムモード構成表示

set system opermode normal set system APTS enable

GM200 CLI設定

set system opermode bc set system APTS disable
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システムモード構成表示

set system opermode freerun

GM200 CLI設定

set freerun operation

set NTP server IP

コマンド例
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システムモード構成表示

set system opermode freerun

GM200 CLI設定

システム状態確認コマンド

Freerunモード設定コマンド
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システムモード構成表示

In-Band Management Interface

GM200 CLI設定

In-Band管理インターフェイスは、
Eth0およびEth1と同じIPアドレスを使用します。

”set system inband enable”コマンドで
Eth0およびEth1の帯域内管理を有効にします。

“get system”コマンドでIn-Band管理の
校正を確認できます。
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アラーム、ステータス、ソフトウェアバージョンなどを表示

get alarm / view alaram view logs / view logs xxx

GM200 CLI設定
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GNSS およびロック状況

view gnss

get gnss

view freq

view summary

GM200 CLI設定
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ネットワーク構成

► 各ネットワークインターフェイスに同じサブネットがない

get network

get network eth0

set network

view network

【備考】
ユーザー設定を適用するには、システムの適用に5~7秒かかります。

GM200 CLI設定
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VLAN 構成

set network vlan

get vlan setting

set vlan ip

最初にPTPとNTPを
停止する必要があります!

get vlan ip

GM200 CLI設定
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PTP 構成

【備考】ユーザー設定を適用するには、システムの適用に5~7秒かかります。

G.8275.1でPTPプロファイル設定(Eth1ポート)

G.8265.1でPTPスレーブ設定(Eth1ポート)

スレーブモードでユニキャストプ
ロファイルを使用する場合は、
認可者アドレスを追加する必
要があります

最初にPTPを停止します!

G.8265.1でPTPマスター設定(Eth1ポート)

G.8275.1でPTPスレーブ設定(Eth1ポート)

GM200 CLI設定
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PTP 構成

view ptp(スレーブモード)

get ptp view ptp (マスターモード)

GM200 CLI設定
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SyncE構成

set network syncE

SFP がない場合は、SyncEは
サポートされていません

get network syncE

【備考】SFPモジュールでSyncEを使用したい場合、SyncE対応のモジュールをご使用ください。
通常のSFPでは、SyncEそれ自体に対応していません。

GM200 CLI設定
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NTP構成

get ntp ピアリングでNTPを設定する

GM200 CLI設定

NTPピアリストを削除する
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NTP構成状態の監視

get ntp view ntp

GM200 CLI設定
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入力クロックソース制御
view input

get input

PTP eth1 にはまだ適格ではありません

今は資格がありますが、レベルが0または1に
なるまで待ってください。

GM200 CLI設定
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入力クロックソース制御
help set network

help set networkとコマンドを実行すると、
ポートボーディングの説明が表示されます。

ポートボンディングはネットワークコマンドの一部です。

TS200 CLI構成
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ポートボンディング構成

set port bonding

TS200 CLI構成

get port bonding status

get port bonding swap
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アンテナケーブル遅延設定 および BNC ポート出力設定

アンテナケーブル遅延調整(単位:ns) PPS アウトから 10 MHz アウト

GM200 CLI設定
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実行中の構成の一覧

config list

【備考】
“config save" コマンドを使用し、システム
終了またはログアウト前にすべての設定を保
存できます。

GM200 CLI設定
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config firmware list

GM200 CLI設定



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED

No reproduction or republication without written permission.
77

アラームリストからアラームを削除するコマンド

GM200 CLI設定

get alarm: アラームリストの取得

set alarm xx ign: アラームの削除
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• 全体説明

• システム操作

• CLI設定

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成

• ファームウェア（FW）のアップグレード
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ログイン

GM200 WebUI 構成

マネージメントポート(Eth2)の初期値は以下の通りです。

⚫ IP Address: 192.168.2.250

⚫ Mask: 255.255.255.0

⚫ Gateway: 0.0.0.0

‒ Username: trimble

‒ Password: Tbolt_<シリアル番号>

‒ Access level: User

‒ Username: trimbleadmin

‒ Password: Tbolt_<シリアル番号>

‒ Access level: Admin

‒ Username: trimblesuper

‒ Password: Tbolt_<シリアル番号>

‒ Access level: Super
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In-Band管理

GM200 WebUI 構成

イーサネット構成の手順

1. 「SYSTEM MANAGEMENT」をクリック。

2. 「System」をクリック。

3. 「System Configuration」をクリック。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. Inbandを「Enable」に設定すると Ethernet
Port 0 と 1のIn-Band管理が有効になります
をクリックします。

6. ユーザ設定を適用するには「設定」アイコンをクリ
ックします。

7. その後、「システム構成の保存」をクリックして、現
在の設定を保存します 。

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦
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ファームウェアバージョンの確認

GM200 WebUI 構成

【備考】最新のファームウェアバージョンはv1.6.0.0
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システムの状態

GM200 WebUI 構成
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設定保存

GM200 WebUI 構成

このアイコンをクリックすると、
構成を保存できます。
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システムモード

GM200 WebUI 構成

GMモード

Freerunモード

BCモード

GMのためのAPTSモード

< 注意 >

システムモードを変更する場合は、最初に構成を保存してからシステムを再起動して、

変更したモードを正しく適用してください。
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イーサネット構成_1

GM200 WebUI 構成

イーサネット構成の手順

1. 「INTERFACE MANAGEMENT」をクリック。

2. 「Ethernet」をクリック。

3. 「Ethernet Port 0 または 1 または Mgmt」を
クリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. 必要な IP アドレスを変更します。⑤

①

②

③
④
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GM200 WebUI 構成

イーサネット構成_2
イーサネット構成の手順

6. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンをク
リックします。

7. 次に、構成を適用するためのメッセージを確認でき
ます。

8. その後、「システム構成の保存」をクリックして、現
在の設定を保存します。

⑧
⑥

⑦
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GM200 WebUI 構成

PTP マスター構成_1
PTP 構成の手順

1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT」
をクリックします。

2. 次に、「PTP」をクリックします。

3. 「Ethernet Port0または1」をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. 必要な PTP プロファイルおよび関連パラメーター
を変更します。

⑤①

②

③
④
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GM200 WebUI 構成
PTP マスター構成_2

PTP構成の手順

6. 「構成」アイコンをクリックした後にすべてのパラメ
ータの変更が有効になったら、「PTP Profile」選
択ツールをクリックし、プロファイルを選択します。

7. パラメータの大部分は選択したプロファイルに基
づいて自動的に変更されるため、選択したプロフ
ァイルに特定の設定がない場合は、プロファイル
のデフォルト設定を使用するだけです。⑥

⑦
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GM200 WebUI 構成
PTP マスター構成_3

PTP構成の手順

8. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

9. その後、“PTP configuration 
successful“ とメッセージが表示されます。

10.「システム構成の保存」をクリックして、現在の設
定を保存します。

⑩
⑧

⑨
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_1

スレーブ構成の手順

0. GNSSアンテナを最初に接続します

1. 「SYSTEM MANAGEMENT」をクリックします。

2. [System] をクリックします。

3. 「構成」アイコンをクリックします。

4. System Modeを「GrandMaster」に設定しま
す。

5. APTSを「Enable」に設定します。

6. 「設定」アイコンをクリックします。

設定開始前に、GM200をGNSS(またはGPS)アンテナに接続し、APTSスレーブモードに設定する
必要があることを確認してください

①

②

③

④

⑥

⑤
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_2

スレーブ構成の手順

System Modeの設定が終了した場合は、

1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT」を
クリックします。

2. 「PTP」をクリックします。

3. 「Ethernet Port1」をクリックします。
または ETH0 を使用する場合は、「イーサネット・ポート 0」
をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体が
有効になります。

5. 最初にプロファイルを設定します。

①

②

③
④

⑤
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_3

スレーブ構成の手順

6. 「構成」アイコンをクリック後にすべてのパラメータ
が有効になったら、「PTPプロファイル」選択ツール
をクリックし、プロファイルを選択します。

7. パラメータの大部分は選択したプロファイルに基
づいて自動的に変更されるため、選択したプロフ
ァイルに特定の設定がない場合は、プロファイル
のデフォルト設定を使用するだけです。

8. PTP ModeをSlaveに設定します。

**注意**
ユニキャストを使用している場合、プロファイルマスター
GM IP アドレスである "Grantor アドレス" を設定
する必要があります。

または、マルチキャスト プロファイルを使用している場
合は、[付与者アドレス] を設定する必要はありませ
ん。

ユニキャスト プロファイルのみ

⑥
⑦

⑧

<注意>
最初にPTPスレーブポートの構成を有効にします
次に、PTPマスターポートに移動して有効にします。これで、マスターポートとスレーブポートの両方が同時に有効になります。
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_4

スレーブ構成の手順

9. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

10.『PTP configuration successful』のメッセー
ジが表示されます。

11.「システム構成の保存」をクリックし、現在の設定
を保存します。

⑨

⑩

⑪
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_5

スレーブ構成の手順

「PTP設定」を終了した場合は、

1. 「SYSTEM STATUS」をクリックします。

2. 「Timing」をクリックします。

3. その後、約 5分後に、PTP eth1にタイムオフセッ
ト値が表示されます。

4. 「Qualified」と「Level」を確認してください。
APTSスレーブモードの動作を開始するには、
「Yes」と「1」である必要があります。

5. 「Yes」と「1」が表示された場合、GM200は
ATPSスレーブモードを操作する準備が整いまし
た。 （または、APTSテストケースのGNSSアンテ
ナを取り外すことができます）

①

②

③
④
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_6

スレーブ構成の手順

GNSSリファレンスを削除すると、

1. 「SYSTEM STATUS」をクリックします。

2. 「Timing」をクリックします。

3. Sync Souceが "GNSS" から "PTP eth1" 
に変更されていることがわかります。

Sync Source Staticsに表示されるSync
Sourceは1つだけです。

4. Loop Stateが”Lock”になっていることを確認し
ます。これで、GM200は外部PTP入力にロック
されます。

①

②

③

④
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GM200 WebUI 構成
APTS PTPスレーブ構成_7

スレーブ構成の手順

4. 確認したい場合、 “Realtime Graph
View”で「PTP eth1」を選択します。

5. 次に“Phase Offset”選択します。リアルタ
イム グラフが表示されます。

⑤

⑥
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_1

スレーブ構成の手順

0. GNSSアンテナを最初に接続します

1. 「SYSTEM MANAGEMENT」をクリックします。

2. [System] をクリックします。

3. 「構成」アイコンをクリックします。

4. System Modeを「BoundaryClock」に設定し
ます。

5. 「設定」アイコンをクリックします。

①

②

③

④

⑤
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_2

スレーブ構成の手順

System Modeの設定が終了した場合は、

1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT」を
クリックします。

2. 「PTP」をクリックします。

3. 「Ethernet Port1」をクリックします。
または ETH0 を使用する場合は、「イーサネット・ポート 0」
をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体が
有効になります。

5. 最初にプロファイルを設定します。

①

②

③
④

⑤
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_3

スレーブ構成の手順

6. 「構成」アイコンをクリック後にすべてのパラメータ
が有効になったら、「PTPプロファイル」選択ツール
をクリックし、プロファイルを選択します。

7. パラメータの大部分は選択したプロファイルに基
づいて自動的に変更されるため、選択したプロフ
ァイルに特定の設定がない場合は、プロファイル
のデフォルト設定を使用するだけです。

8. PTP ModeをSlaveに設定します。

**注意**
ユニキャストを使用している場合、プロファイルマスター
GM IP アドレスである "Grantor アドレス" を設定
する必要があります。

または、マルチキャスト プロファイルを使用している場
合は、[付与者アドレス] を設定する必要はありませ
ん。

ユニキャスト プロファイルのみ

⑥
⑦

⑧

<注意>
最初にPTPスレーブポートの構成を有効にします
次に、PTPマスターポートに移動して有効にします。これで、マスターポートとスレーブポートの両方が同時に有効になります。
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_4

スレーブ構成の手順

9. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

10.『PTP configuration successful』のメッセー
ジが表示されます。

11.「システム構成の保存」をクリックし、現在の設定
を保存します。

⑨

⑩

⑪
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_5

スレーブ構成の手順

「PTP設定」を終了した場合は、

1. 「SYSTEM STATUS」をクリックします。

2. 「Timing」をクリックします。

3. その後、約 5分後に、PTP eth1にタイムオフセッ
ト値が表示されます。

4. 外部PTPでロックするには「Sync Source」、
「Qualified」と「Level」が「PTP eth1」、
「Yes」と「0」である必要があります。

5. 「Loop State」が”LOCK”となていることを確認
します。

①

②

③
④

⑤
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GM200 WebUI 構成
BC PTPスレーブ構成_6

スレーブ構成の手順

6. 確認したい場合、 “Realtime Graph
View”で「PTP eth1」を選択します。

7. 次に“Phase Offset”選択します。リアルタ
イム グラフが表示されます。

⑥

⑦
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GM200 WebUI 構成
Freerunモード操作_1

基本的に、PTPオペレーションを正確に実施す
るため、GM200はGNSSへの接続が必要で
すが、GM200がGNSSアンテナに接続できな
い場合、フリーランニングモードであれば、
GNSSアンテナ接続がなくても、すぐにPTPオペ
レーションが可能です。

フリーランニングモードで、WebUIかNTPサーバ
から現在の標準時間に基づくPTPパケットを作
ります。3～4時間以内だけ、フリーランニング
モードは一定地域のフェイズと周波数同期の
供給に限られています。

【Freerunモード設定手順】

1. 「System Management」をクリックします。

2. 「System」をクリックします。

3. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体
が有効になります。

4. System Modeを「Freerun」を設定します。

①

②

③

④

<注意>

PTＰ操作のみ/NTPではFreerun操作は不可
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GM200 WebUI 構成
Freerunモード操作_2

【Freerunモード設定手順】

5. 現在の時刻情報を取得する為、NTPサーバの
IPアドレスを構成します。

※この構成をブランクにも出来ますが、その場合、
WebUIでログインが必要です。GM200は
WebUIを通じてPCから現在の時刻情報を受信
可能になります。

6. ユーザ設定を適用するには「設定」アイコンをク
リックします。。

7. “System set successfully”メッセージが表
示されます。

8. 「システム構成の保存」をクリックし、現在の設
定を保存します。

9. 「System Reboot」をクリックして、システムの
再起動を実行します。Freerunモードでシステ
ムが開始されます。

⑤

<注意>

Freerunモード中は、GNSSアンテナの接続・取り外しが可能です。GM200は、それに応じて動作します。

⑦ ⑥
⑧

⑨
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GM200 WebUI 構成
Freerunモード操作_3

【Freerunモードの確認】

1. 「SYSTEM STATUS」をクリックします。

2. 「Timing」をクリックします。

3. 「PTP Status」をクリックします。

4. PTPプロファイルの状態がユーザで設定した状
態で構成されています。
(左図では、「G8275.1:Master」)

5. Operatinal Modeが「Freerun」と表示され
ています。

④

①

②

③

⑤
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GM200 WebUI 構成
Freerunモード操作_4

【注意】

FreerunモードではPTP操作が有効になっています

が、GNSSアンテナに接続されておらず、PRTC基準を

受信しないため、ほとんどのアラームが生成されます。

【補足】

① Freerunモードはホールドオーバー状態です。従来の設定（±15ns）から<+/- 1.5usドリフトしています。

(従来の設定はGPSか手入力かNTP読み取りからのUTCになります)

② 基地局すべてが１台のGM200で接続されているプライベートLTEやローカル5Gでは、 １台のGM200（共通）で時刻同期されている基地局

すべてがFreerunモードで構成することが可能です。また、無期限に実行可能です。プライベートLTE・ローカル5GはUTCに同期するパブリック

LTE/5Gに干渉します。

③ Freerunモードは、基地局すべてが1台のGM200に同期している限り、プライベートLTE / 5Gで永久に使用できます。
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GM200 WebUI 構成

NTP 構成_ブロードキャスト
NTP 構成の手順

1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT」
をクリックします。

2. 次に、「NTP」をクリックします。

3. 「Ethernet Port0または1」をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. NTP Serverを「Enable」に設定します。

6. NTP Broadcastを「Enable」に設定します。

7. NTP Broadcast IPにIPアドレスを入力します。

8. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

9. 「システム構成の保存」をクリックして設定を保存
します。

⑤
①

②

③
④

⑥

⑦

⑧

⑨
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GM200 WebUI 構成

NTP 構成_ピアリング
NTP 構成の手順

1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT」
をクリックします。

2. 次に、「NTP」をクリックします。

3. 「NTP Peers」をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. Peers IPアドレスを入力します。(4つのIPアドレ
スを登録できます)

6. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

7. 「システム構成の保存」をクリックして設定を保存
します。

⑤

①

②

③
④

⑥

⑦



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED

No reproduction or republication without written permission.
109

GM200 WebUI 構成

NTP 構成と状態監視
NTP 構成と状態監視の手順

1. 「SYSTEM STATUS」をクリックします。

2. 「Timing」をクリックします。

3. 「NTP Status」をクリックします。①

②

③
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GM200 WebUI 構成

NTPでボンディング構成 ①

1. Eth0とEth1の両方でリンクオンすることを確認します。

2. ネットワークに適合するようにIPアドレスを設定します。

3. NTPクライアントにpingを実行し、応答することを確認します。

4. NTPを有効にします。

5. ボンディング機能を有効にします。

6. NTPクライアントにpingを実行し、ボンディングで機能することを確認します。

7. NTPクライアントがTS200と同期しているかどうかを確認します。

8. 「アクティブ」インターフェイスを削除または交換してから、クライアントがまだTS200と同期していることを確認します。
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GM200 WebUI 構成

NTPでボンディング構成 ②

GM200のポートボンディングの基本的な操作は、2つのイーサネットインターフェイスを同じIPアドレスとMacアドレスでボンディン
グすることです。一方のポートはアクティブで、もう一方のポートはスタンバイであるため、2つの物理インターフェイスが1つの論理イ
ンターフェイスとして機能します。

ボンディング構成の手順

1. 「INTERFACE MANAGEMENT」をクリックし
ます。

2. 「VLAN & Bonding」をクリックします。

3. 「Bonding」をクリックします。

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ全体の
変更が有効になります。

5. Port Bondingを「Enable」に設定します。

①

②

③
④

⑤
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GM200 WebUI 構成

NTPでボンディング構成 ③
ボンディング構成の手順

6. ユーザー設定を適用するには、「設定」アイコンを
クリックします。

7. “Bonding configuration requires about 
30 seconds to complete.”(ボンディング構
成完了までに30秒かかります)とメッセージが表
示されます。

8. 30秒後、”Bonding configuration was 
successful”(ボンディング構成成功)とメッセー
ジが表示されます。

9. ボンディングを適用するプロセス中、Eth0とEth1
は、異なるIPアドレスとMacアドレスで「無効」と
表示されます。

※設定完了までの30秒間、「config」アイコンと
「set」アイコンが非アクティブ化されるため、ユーザー
はボンディングの適用中に他の構成を設定できなくな
ります。

⑦ ⑥

⑨

⑧
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GM200 WebUI 構成

NTPでボンディング構成 ④
ボンディング構成の手順

10.完了メッセージが表示されて30秒後、同じIPア
ドレスとMacアドレスが表示され、Eth0では
「Active」、Eth1では「Standby」になります。

11.「システム構成の保存」をクリックして設定を保存
します。

⑪

⑩
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• 全体説明

• システム操作

• CLI設定

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成

• ファームウェア（FW）のアップグレード
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GM200 ファームウェア（FW）アップグレード

✓ アップロード
- TFTP サーバ, FTPサーバ
- WebUI
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップグレード_1 （CLI）

“help set update”コマンドを実行してFWuの情報を取得します。

“help set update“コマンドの実行

Defer <1>： Enable
FWのアップグレードは2つのステップで実行されます。
・アップロード
・手動でのアクティブ化

Defer <0>： Disable
FWのアップグレードは1つのステップで実行されます。
・アップロード
・自動でのアクティブ化

FWアップロードでは、プロトコルを選択できます。
SCP/HTTP/FTP/TFTP

ファイル名はTrimbleが提供する”*.pkg”形式にしなけれ
ばなりません。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップグレード_2 （CLI）

“help config firmware”コマンドを実行してFWアップグレードの実行に関する情報を取得します。

FWアップグレードとアクティブ化を開始するコマンドです。

<注意>

FW v2.0以降、Deferを”0”に設定した場合は、FWアップロードとアクティブ化を1回のコマンドで実行できます。

Deferを”1”に設定した場合は、ダウンロードとアクティブ化の2つのステップを実行する必要があります。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップグレード_3 （CLI）

“get update”コマンドを実行して現在の構成情報を取得します。

“get update”コマンドの実行

➢ RemoteIPv4 address: サーバのアドレス
➢ Port: プロトコルポート番号
➢ Protocol: 使用するプロトコル
➢ Image File Name: ファイル名
➢ User: ユーザID
➢ Password: パスワード
➢ Derfer: アップグレード方式

“config firmware download”コマンドを実行してFWアップグ

レードを開始します。

“Y”を入力するとFWアップデートが実行されます。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップグレード_4 （CLI）

“view update”コマンドを実行してアップデートの状態を確認できます。

“view update”コマンドの実行

現在のFWアップデートの状態

ダウンロード工程の表示

検証工程の表示

アクティブ化工程の表示

FWアップグレード完了後、自動的に再起動

現在のFWがアクティブ化されているフォルダーの情報
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップグレード_5 （CLI）

“view version”および”view update”コマンドを実行してFWのバージョンと状態を確認できます。

“view version”コマンドでFWのバージョンを確認します。

GM200がrootfs1で操作している場合は、FWアップグレードは、
rootfs2で実行されます。

“view update”コマンドでFWの状態を確認します。

GM200では、2つのFWパーティションがあります。
➢ rootfs1
➢ rootfs2

“rootfs1”と”rootfs2”は、FWファイルの冗長性のためのパーティ
ションフォルダです。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_1 （WebUI）

現在のFWバージョン表示
➢ Systm FWバージョン
➢ GNSS FWバージョン
➢ HW(FPGA) FWバージョン

現在のFWアップグレードの進捗状況

現在のアクティブ化されたFWのパーティション表示
➢ rootfs1
➢ rootfs2

アップデート方式
➢ Defer Update: Enable → 2ステップ方式: アップロードと手動でのアクティブ化
➢ Defer Update: Disable → 1ステップ方式: アップロードと自動アクティブ化
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_2 （WebUI）

1

2

3

4

FWファイルアップロード手順

1. SYATEM MANAGEMENTをクリックします。

2. Systemをクリックします。

3. System Firmwareをクリックします。

4. 現在の状態が表示されます。現在の状態は、
アイドル状態を示します。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_3 （WebUI）

5

6

7

8

FWファイルアップロード手順

5. “CONFIGURE”アイコンをクリックして編集を
有効に設定します。

6. Defer Updateを”Disable”に設定します。

7. Choose Fileをクリックします。

8. ファイルを選択して”Open”をクリックします。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_4 （WebUI）

5

9

10

FWファイルアップロード手順

9. 選択したファイル名が表示されます。

10. “Start Upload”をクリックします。



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED

No reproduction or republication without written permission.
125

GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_5 （WebUI）

11

FWファイルアップロード手順

11. ポップアップ画面が表示されます。”OK”をク
リックします。ファームウェアのアップデートが開
始されます。
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GM200 FW アップグレード
ファームウェアアップロード_6 （WebUI）

12

FWファイルアップロード手順

12. 以下のような進捗メッセージが表示されます。

Total file progress is 1% → 100％

Verifying

Activating

Rebooting
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since1923

業態:
貿易商社

設立:
1923年（大正12年）3月4日

資本金:
3億円

年商：
138億円 (2018年度)

従業員数:
189名

事業内容:
半導体、液晶、情報通信、医療、介護、造船、建築、環境、
食品、コンシューマープロダクト等の業界向け機器・資材
の輸出入及び国内販売

原田産業株式会社
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